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稼働台数と流通金額の推移
（2023年4月時点）

月間25億

✓2012年徳島で創業

✓全国で約1,100台の車両が稼働

✓1台3コース約150人の定期訪問のお客様

✓約10万円/日の売上

-顧客の95％は70代後半以降の後期高齢者
-400種類1200品を積み込んで、ご自宅の前で販売
-約70名のスタッフで全国のスーパーを対象に移動スーパー
の仕組みを提供

とくし丸の概要



時代 戦後 高度成長期 高齢化社会 超高齢化社会

課題 物がない お店がない お店に行けない 孤立

対象 国民 主婦 高齢者 後期高齢者

解決手段 行商 大型移動スーパー 小型移動スーパー 巡回移動スーパー

お店がない課題
→お店を作ればいい

できるだけ通常店舗と同じ品揃え
広い場所に長時間停車し営業

店舗が増えたことでこの課題は解決

お店に行けない課題
-お客様へ商品を届ける
→宅配・EC・移動スーパー

-お客様を連れてくる
→乗り合いバス

ITリテラシーの向上、物流課題の解決により
”買い物ができない課題”は解決するであろう

「見て選んで買いたい」 
ニーズはなくならない。

なぜとくし丸は広がったのか？



✔ 健康な食事ができる
✔ 必要なもの・サービスが提
供される

✔ 新しい友人ができ、孤独が
解消される

Before

①事前注文＆
その場で買物

食品以外②生活必需品
購入/サービス

の利用

食品

サービス

③コミュニティ
提供

・洗濯、ごみ捨て、運動補助、移動
手段の提供、ITサービス

・サプリ、化粧品、衣服、靴、
生活雑貨、家電

・健康状態に合わせた食事、
食品の提案

・オンライン友達作り

とくし丸利用者

・事前注文でより買物を快適に
・店内の数千のSKUが対象孤独

不便

After

コミュニティ

これからの戦略



健康 

問題

消費者被害

金銭 

問題
孤立

高齢者の課題

買物 

問題



買物難民

健康

消費者被害

金銭 

問題
孤立民間 問題 自治体

見守り・ネットワーク連携・対応
～見守らない見守り～

高齢者の課題



買物難民

健康

者被害消費

金銭
孤立

高齢者の課題

自治体民間

見守り・ネットワーク連携・対応
～見守らない見守り～



消費者被害の未然防止、
教育

健康状態の把握

孤立させない環境の構築

食料品、日用品の週２回のお届けを通じて、下記を実施します。

「消費者庁見守りネットワーク」に基づいて、
各機関と連携し課題解決していきます。

高齢者見守り隊

お困りごとの把握


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9

